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 『今年こそは早いうちに年賀状作るぞ～』と毎年、今の時期になると思います。今年も残すところ、2 ヶ

月・・・今号はまだ暑い盛りに熱く開催された〝第 17 回歯科保健医療国際協力協議会学術大会〟の特集です。 

トップは今大会の大会長、昭和大学歯周病学講座助教授の鈴木先生です！ 

 

第 17 回歯科保健医療国際協力協議会総会および学術大会を終えて 

 昭和大学歯学部歯周学講座・JAICOH 副会長 

鈴木基之 

梅雨明け前の快晴の 7 月 2 日、JAICOH 第 17 回総

会および学術大会が例年のように昭和大学歯科病院

臨床講堂にて一般演題 12 題とシンポジウム１題の

構成で開催されました。 

シンポジウムは「国際協力に関する歯学部教育の

課題」と題し、大会長より｢歯学教育の現状と国際保

健｣の口演が企画趣旨説明をかねて行われ、最近の歯

学教育がコアカリキュラムによる全国の教育の均質

化とその評価方法の客観化についての概説と現在の

歯学教育の中で国際保健についての時間数が少ない

などの点について説明があった。その後国際協力に

かかわる学生の報告として、日本大学松戸歯学部木

村 匠君「松戸歯学部国際保健部の活動について」北

海道大学中澤誠多郎君「歯科学生の相互理解を深め

るための交流目的としたバングラデシュスタディツ

アーの報告」東京歯科大学白井亮君「ラオス・タイ

スタディツアー2006 報告」の３題の学生が行った活

動報告があり、学生の意欲の高さと活動の活発さが

伺えた。 

また中村修一先生の「国際歯科保健の講義を通し

て、歯科学生はどのように反応するか」という演題

では２校の歯学部学生に対し行った講義後の学生の

意識変容について報告され、ともすれば無気力な学

生が多くなったような昨今、国際保健活動が夢や目

的を与え、未来の歯科医師に対し歯科医を目指すよ

いモチベーションとなっていることがわかった。 

JAICOH ではシーズプロジェクトを通じ未来を担

う学生への援助を行っているが、今後も継続する一

方で、歯学教育の中で国際保健についての教育の充

実させることを今後の活動課題のひとつであるとい

う認識を再確認した。 

 一般口演では聖路加国際病院、KDC-SAS がそれぞ

れパキスタン、タイで行った、災害時の緊急支援に

ついての報告があり歯科領域の国際協力では途上国

での地域保健など平時の協力活動が主体であったが

これらの演題は災害発生後早期に災害地で協力活動

を行ったものであり、阪神大震災時にも歯科的需要

が多く発生し、歯科の支援が必要であったことから

も、今後の JAICOH 会員の活動の方向性を示唆するも

のであり興味深かった。 

 また、カンボジア、モンゴル、トンガなどにおけ

る活動のより一層の充実が報告され、また海外で仕

事を行う上で大きな問題である給与などの待遇と能

力についてについて田中先生の中国体験記「現地医

療スタッフとの給与格差における考察 −人材育成

における問題点−」は海外で活躍する日本人の能力に

ついて問題提起するものであった。 

 総会では聖路加国際病院村田千年、KDC-SAS 平田 

宗善先生の両名が理事に推薦され、また本会におい

ても緊急支援活動について検討され、今後の会運営

について、協議された。 

第 17 回大会は北は北海道、南は九州より会員が参

集され、特に北大学生も遠路はるばる多数参加して

いただき、予想を超える参加者数で準備したプログ

ラムがなくなり一部参加者の方にご不便をおかけし

ましたことをお詫び申し上げます。また本会開催に

あたり日本歯科医師会より開催援助をいただきまし

たことを報告させていたただきますとともに日本歯
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科医師会に対し感謝いたします。 

 学会終了後別室にて懇親会が開催され、少ない時

間の中会員相互の気の置けない議論と親睦を深め、

また会員諸氏の熱意を加えた暑い１日が終わった。 

 

鈴木先生プロフィール 

東京都出身。１９７９年神奈川歯科大学卒業。現在、昭和大学歯周病学講座助教授。１９９２年 JAICOH カン

ボジア・クロッパハウプロジェクト、１９９５年 JAICOH カンボジア教員養成プロジェクト参加。１９９２年

より歯周炎自然史調査中国河北省承徳市。２０００年・２００５年歯科疾患予防活動中国長春市。 

 

 

 

国際災害支援における歯科医療の役割 ‐パキスタン北部地震・医療チームに参加して- 

 

村田千年*、玉木真一** 

＊聖路加国際病院 歯科口腔外科 ＊＊聖路加国際病院 医事課 

 

【目的】  

2005 年 10 月に発生したパキスタン北部地震災害に

対して、聖路加国際病院は 2005 年 11 月～2006 年 3

月にかけて医師（救急部、小児科、内科）・歯科医師

（口腔外科）・看護師・助産師・調整員からなる災害

医療チームを 5 回にわたり派遣した。歯科医師は後

期チームにおいて参加し現地での歯科診療・口腔保

健衛生活動を行った。国際災害医療現場における歯

科医師の役割について考察を加え報告する 

【対象】  

パキスタン北西辺境州バラコットおよび周辺山岳地

域における被災者。 

【結果・考察】 

歯科医師を含む医療チームは2006年3月にパキスタ

ン陸軍の設置した避難キャンプ内の医療テント

（BHU: Basic Health Unit）において内科医師・看

護師・調整員・現地スタッフらと活動を行った。ま

たキャンプ周辺の山岳地帯の村へ巡回診療も施行し

た。医療テントには 70～80 人/日の患者が来訪した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害発生より期間が経過していた為外傷の患者は少

な 

く、発熱や下痢、長期間のキャンプ生活による身体

の不調を訴える者などが多かった。来院患者の約２

割が口腔症状を主訴としており、口腔症状には重度

歯周病や口内炎が多くみられた。総じて口腔衛生状

態は不良であり、残根状のウ歯を多数放置した状態

の患者が多く、不明熱など全身疾患の要因となり得

ると考えられた。これらの患者に対して抜歯などの

処置の他、現地スタッフの協力を得てブラッシング

指導・口腔衛生指導を施行した。その他、キャンプ

を管理する軍人や現地スタッフの受診希望が多数あ

った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害医療において、災害発生から 0～48 時間の

phase0～1 においては救出医療・外科的応急処置が

必要とされるが、発生から 48 時間～14 日の phase2

および 14 日以降の phase3 では感染症や慢性疾患の

コントロールなど保健防疫対策・更正医療が必要と

される。この時期において歯科医師による専門的口

腔ケアの介入は避難所肺炎・感染症の予防などに有

効な場合が多いと考えられた。 

避難キャンプ周辺地域での巡回診療 

避難キャンプ地内でのブラッシング指導 
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【結論】 

国際災害医療においては多職種によるチームアプロ

ーチが必要であり、更生期には歯科医療の介入が有

効な場合が多い。歯科医療者も日頃から国際災害医

療の準 

備活動へ積極的に参加・アピールし、国際災害医療

における役割を認識することが重要である。 

 

 

第１７回 歯科保健医療国際協力協議会（ＪＡＩＣＯＨ）総会および学術大会 に初めて参加して 

神奈川歯科大学南東アジア支援団（ＫＤＣ－ＳＡＳ）実行委員長 

平田宗善 

初めてＪＡＩＣＯＨの総会・学術大会に参加させ

て頂き、感謝しております。これまで私自身、海外

ボランティア歯科医療活動を実施している団体につ

いては、あまり存じ上げずにおりましたが、この会

に参加して多くの方々が、それぞれの目標を立て、

素晴らしい活動をなさっている事を知り、驚きと共

にとても嬉しく思いました。各団体が様々な国々に

おいて、独自の手法を考え、積み上げてきた実績を

基に発表する機会を頂き、各団体の活動指針、また

優れた特徴や手段を拝聴することが出来、今後の私

自身の活動への参考となり、色々な事を学べた学会

でした。 

KDC-SAS は､スマトラ沖地震による津波被災地の

１国であるﾀｲ王国で､私が８年前に始めた､ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

活動で知己となった多くの歯科医師､友人からの協

力要請で震災４０日後に､現場視察をして､まるで写

真でしか見たことがなかった原爆の跡のような悲惨

な状況に驚愕し､また避難キャンプ地で会った被災

者達の沈んだ表情を間の当たりにして以来､歯科医

師として口腔衛生の立場から支援出来ることは何

か? との問答をきっかけに､神奈川歯科大学の梅本

学長､前同窓会会長 故 藤田先生を中心に立ち上げ

た団体です｡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先の学会では､第１回目の活動を報告致しました｡

そして､つい先日第２回目の活動を終えて帰国した

ばかりです（上写真）｡ 

震災から２年足らず､約 4000 名の死者､約 2000 名

の行方不明者､約 20000 人の被災者を出した､パンガ

ー県ｶｵﾗｯｸ地域は復興途中ではありますが､人々の表

情は目に輝きを取り戻し､明るく､精一杯頑張ってい

る姿を見て､逆に私達団員が何かを頂いた活動でし

た｡ 

今後もＫＤＣ－ＳＡＳでは、タイ王国を中心に活動

を継続して行きたいと思っております。ＪＡＩＣＯ

Ｈの皆様の活動同様、思考錯誤を繰り返して、対象

地域に笑顔が増える事を願っております。 

 

 

平田宗善先生プロフィール 

神奈川歯科大学南東アジア支援団（ＫＤＣ－ＳＡＳ）

実行委員長。神奈川歯科大学卒業、平田歯科医院、

日本歯科医師会国際交流委員会委員。1989 年ＫＡＤ

ＶＯとしてフィリピン・セブ島で海外ボランティア

開始。1996 年タイの活動を起草して､現在 KDC-SAS

でタイを中心に活動中。 
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カンボジア国シェムリアップ州小学校における口腔内検診と口腔保健に関するインタビュー調査 

特定非営利活動法人 地球の保健室  

永井祥子 

地球の保健室は口腔保健を中心とした教育を教員

に行い、児童への歯科衛生教育のシステム作りを行

うことを目的としている。２００５年７月カンボジ

ア国シェムリアップ州ポンク郡の小学校における口

腔内検診と口腔保健に関するインタビュー調査を実

施した。 

「プロジェクトの目的」 

現在の地域全体の口腔衛生状況を把握し、ベースラ

インデータを作成し、今後の活動の評価に用いる。 

「方法」 

看護士・小学校教員に対して調査のためのマニュア

ルを作成して、３日間の口腔衛生教育・口腔内検診

トレーニングを行い、６年生児童の口腔内検診とイ

ンタビューを行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「結果」 

①都市部では農村部に比べてう蝕が多く、歯肉炎が

少ない。 

②歯に痛みを抱えても薬を服用するだけで治療する

ことは少ない。 

③歯磨きの回数・歯磨きの道具は都市部の方が良い。 

④砂糖摂取量は都市部の方が多い。 

⑤フッ素洗口を行う２校では、４年間で DMFT は減少

傾向を示す。 

⑥カンボジア人看護士はう蝕に関しては過大評価し、

歯肉所見は過小評価する傾向にある。 

⑦井戸水の使用状況は都市部・農村部で大差はない。 

「考察」 

１）都市部においてはブラッシングの習慣は定着し

ており歯肉の状態は良いが、砂糖摂取量が多く、

う蝕が多い。 

２）フッ素洗口によって４年間で DMFT は減少傾向に

あり、効果を示す。 

３）患者を受け入れる環境が不足している。 

４）カンボジア人看護士の研修の強化が必要。 

 

以上のように得られたベースラインデータから今

後は口腔保健を隣接する学校保健プロジェクトに組

み込んでいきたい。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

口腔内検診の様子 

インタビュー調査の様子 
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途上国における学校歯科保健の評価 

○ 深井穫博、中村修一、矢野裕子、平出園子、小原真和、梁瀬智子 

（ネパール歯科医療協力会） 

 

【目的】 

新しい保健プログラムが途上国に導入される場合

に，現地がそれを受け入れ普及していくプロセス評

価と，どのような成果が得られたかというアウトカ

ム評価はいずれも重要な評価の手法である。しかし

ながら，しばしば途上国でみられる急激な都市化な

ど生活環境の変化が，プログラムの効果に影響する

場合があり，単純なベースラインと比較だけでは十

分なアウトカム評価ができない。本報告では，演者

らが1994年から支援しているネパールにおける学校

歯科保健プログラムの約10年間の成果について口腔

保健行動および口腔内状態から評価を試みた。 

【対象および方法】 

対象地域はネパール王国首都近郊Lalitopul郡の

Thecho村，Dhapakhel村，Sunakochi村，Chapagaon

村の4村とその周辺地域である。調査対象者は，3歳

～16歳829名（男性411名，女性418名）であり，イン

タビューおよび自記式質問紙調査と口腔検診を実施

した。質問紙調査項目は，①口腔保健行動，②口腔

保健に関する知識・認識，③口腔保健関連QOLの3項

目である。統計的解析は，クロス集計と多重ロジス

ティック回帰分析（変数減少法ステップワイズ，

SPSS13.0J）を用いた。 

【結果および考察】 

（１）プロセス評価：学校歯科保健への取り組みと

して，教師への口腔保健専門家養成は1994年から始

まり，その受講者数は，Thecho村9校38名（1994年開

始），Dhapakhel村7校27名（1998年開始），Sunakochi

村6校13名（2001年開始），Chapagaon村10校13名（2001

年開始）である。フッ化物洗口は，Thecho村9校1776

名（1994年開始），Dhapakhel村7校1425名（1999年

開始），Sunakochi村6校775名（2002年開始），

Chapagaon村10校1613名（2002年開始）を対象に実施

されている。歯科保健教育は，口腔保健専門家研修

を受講した教師を中心に年1～2回の歯みがき指導と

生徒の口腔内チェックが行われてきた。 

（２）アウトカム評価：口腔清掃行動をみると，「歯

みがき」および「歯磨剤の使用」は，約90%の定着率

であった。「甘味摂取」は38.8～53.4%の者が「週2,3

回以上」の摂取頻度を示した。口腔保健に関する知

識は，歯みがきとフッ化物の効果，う蝕の原因につ

いて，73.9～96.0%の定着率であった。11-16歳を対

象とした多重ロジスティック回帰分析（ステップワ

イズ）の結果，う蝕罹患に関連のある要因には，種

族，フッ化物洗口期間，紅茶入り砂糖摂取頻度の3

項目が選択された。 

【結論】 

本研究結果から，学校歯科保健プログラムは，プ

ロセスおよびアウトカム評価でいずれも成果が得ら

れた。今後は，甘味摂取に対する地域レベルのアプ

ローチが必要であると考えられた。 

 

発表者の連絡先： 

〒341-0003 埼玉県三郷市彦成 3-86  

深井歯科医院・深井保健科学研究所 深井穫博      

Email: fukaik@ka2.so-net.ne.jp 
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JICA 草の根技術協力事業（草の根協力支援型）に応募して 

トンガ王国における歯科保健の為のプロジェクト 

南太平洋医療隊 http://spmt.jp/  E-Mail:Kawamura@pb3.so-net.ne.jp 

○河村サユリ 河村康二 

 

【要約】 

南太平洋医療隊は 1998 年よりトンガ王国におい

て 歯科ボランティア活動を行っている。ボランテ

ィア活動を行うためには資金の確保は不可欠であり、

大きな課題でもある。以前は埼玉県・国際交流協会

より３年間の資金補助を得ていたが、2004 年度から

は自己資金のみで活動をしている。2004 年 1 月に

JICA 草の根協力支援型事業提案書を提出したが、採

択までの道のりは長く、数々の修正を重ねることと

なる。事業提案書を作成するにあたり PCM 法を採用

し作成する方法を学んだ。 2005 年 2月に条件付き

内定となり JICA からの要検討事項に回答書を作成

提出する。2005 年 8 月に提案書を再提出し９月に採

択内定書を受け取る。11 月に JICA トンガ事務所と

トンガ政府健康省との口上書（MINUTES）を提出した

が、その後外務省レベルの同意が必要との事で FIJI

の日本大使館とトンガ王国政府との口上書

（MINUTES）が 2006 年 4 月に交わされた。 この間

半年は、事業提案書に組み込まれた活動であるにも

拘らず、更に自己資金を捻出せねばならない状況下

での活動を余儀なくされた。 

5 月に 1 年間の予算書を作成、提出しここに至っ

た。 JICA との事業実施まで様々な経過をたどった

が、今後 3年間は JICA との共同事業の形でボランテ

ィア活動を行う計画である。 

1998 年より現在まで私達の活動は徐々にではあ

るが確実に進化し、草の根支援型事業の主流となる

学校保健を行う施設、幼稚園・小学校は 30 施設約

4000名の児童を対象に実施している。また2005年、

トンガ健康省で歯科・医科スタッフ・学校長などを

対象にワークショップを開催、町では「歯の健康フ

ェスティバル」を催し、広く歯科保健を体験、認識

してもらう契機となった。 反面 2004 年より現在ま

で自己資金のみで活動を維持していく大変さをも体

験した。 JICA との事業実施までの事務手続きに費

やす時間は膨大で、本業の側らに据えるには困難で

あった。 草の根協力支援事業に応募する JAICOH

の会員，他のボランティア団体がもっとスムーズに

実施されるようになるような布石になればと考えま

す。 

【謝辞】 

 南太平洋医療隊の活動にご支援・ご協力をいただ

いた日本大学松戸歯学部社会口腔保健学講座、日本

大学松戸歯学部国際保健部、トンガ国立 VAIOLA 病院、

南太平洋医療隊員、JICA 東京 に感謝いたします。 

 

 

 

 

 

 

モンゴルで『歯科疾患予防プロジェクト(５ヵ年)』を取り組んで 

神戸医療生協 生協なでしこ歯科（日本モンゴル文化経済交流協会） 

○黒田耕平 金寿子 

 

<はじめに> 

「モンゴル人の健康はモンゴル人自身の手で守

る」ことをコンセプトに、モンゴルの歯科医療と公

衆衛生の向上を目的とした交流活動を続けてきた。

2000 年から、歯科診療所「エネレル」(1994 年共同

開設)を中心に厚生省、メデイア等の後援を受け、全

国２１県で「歯科疾患予防プロジェクト」を立ち上

げることができた。 

<プロジェクトの目的> 

エネレル歯科診療所を中心に両国の間で進めてき

た国際歯科医療交流を、「予防プロジェクト」として

立ち上げることで全国規模の交流として発展させる

こと、さらに①歯科医療と公衆衛生の向上を目指す

モンゴル歯科医師のネットワーク作り、②歯科疾患

予防の研修（講義･実習･実践）を体験することで全

国規模で予防意識を高める、③他職種との協力関係

作りを進め、公衆衛生の効果を高める、④モンゴル

の中で｢エネレル｣の発言力を高める等も目的とした。 
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<対象および方法>全国 21 県から招聘した歯科医師

各 1名が、各県で 3歳児 100 名を選び、各県の行政,

教育,メディア等の協力者を作って、歯科検診･アン

ケートとう蝕予防指導を、5年間経年的に行うこと。

毎年 1 回首都でのプロジェクト会議に経過を持ち寄

り,発表,論議するとともに、講義･実習等を受けるこ

と。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<結果および考察> 

郡部ほど遊牧生活者が多いモンゴルで同一個体

100人を5年間継続して対象とすることは難しい〈５

年間継続児は６４％〉。また政治･経済の混乱が続く

モンゴルでは、歯科医師自身も移動、開業、廃業等

によって最後は 18 県からの参加となった。う蝕予防

効果は、３歳時一人平均う蝕歯数 3.14 本から、７歳

時では 3.47 本と大きな効果があった。さらに両親の

予防意識が高くなったこと、教育関係者や保護者会、

ラジオ･新聞･行政等とも協力ができた等の報告があ

った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<結論> 

今回の｢予防プロジェクト｣のねらいと成果は、以下

の通りである。①モンゴル人自身が公衆衛生･歯科保

健予防を実践できる基礎作り。②モンゴル歯科医師

の意識改革（治療だけでなく予防の責務、地域保健

での役割）。③プロジェクトを通して全国規模での歯

科医療と公衆衛生の向上(点から面へ)。④歯科医師

のネットワークづくり→独自の新プロジェクト立

案･遂行へ。⑤他職種との連携･ネットワークづくり

→歯科医師の発言力向上→保健予防の提言。⑥「エ

ネレル」に対する理解と信頼確保→主導的役割でリ

ーダーシップ→日本からエネレルを通じて全国へ発

信。⑦エネレル職員の役割自覚と責任感→自信とや

りがい→職員の定着。⑧予防プロジェクトのまとめ

本がモンゴル語で発行できたこと。

黒田先生連絡先：〒651-2109 神戸市西区前開南町 1丁目 2-25 生協なでしこ歯科 

TEL.078-978-6480 FAX.078-978-6056 Email;hpdqm355@yahoo.co.jp 

 

日本大学松戸歯学部 国際保健部の活動について 

日本大学松戸歯学部 国際保健部 

木村 匠 

 

日本大学 松戸歯学部 国際保健部は 2000 年に学

生を中心として設立され、設立当時よりさまざまな

団体、先生方に支援を受け、学生による国際医療、

歯科保健活動に関する活動を行っております。国際

保健部は、希望学生をつのり、南太平洋医療隊のト

ンガプロジェクト参加、歯科医学教育国際支援機構

（OISDE）主催スタディーツアー参加、APDSA(アジア

太平洋歯科学生会議)、国際保健に携わっている先生

方との勉強会及び講演会、国際医療のシンポジウム

への参加 等を行っております。開発途上国での活動、

国際医療の講演、勉強会を通し、学生の視点であら

ゆる面に疑問を持ち、行動し、見て、聞いて限られ

た力の中で自分たちには何ができるのかを考え、学

生同士のモチベーション向上を図ります。 

  

 

 

 

 

 

孤児院にて 21 県歯科医師による 
う蝕予防媒体の自作と実演体験 

モンゴル語版「予防プロジェクト｣のまとめ本 
（モンゴルで印刷発行） 
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自分自身、南太平洋医療隊のトンガプロジェクトに

関心を持ち、3 度参加させてもらいました。現地の

学校でのフッ素洗口および歯ブラシ指導、病院見学、

歯科健診の手伝いを通して、国際保健とはどのよう

なものか、どのようにあるべきかを体験しながら学

ぶことが出来ました。参加した当初は、まだ大学に

入ったばかりということもあり、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知識不足で何もすることがないのではないかと思い

ましたが、手作りの紙芝居を通して、子ども達にむ

し歯の怖さ、口腔清掃の意義を教えることができま

した。また、逆にこちらが学ぶこともたくさんあり、

とても有意義な時間を過ごすことができました。 

以前は国際保健という言葉が自分の中であいまい

で、具体的にどのようなものなのか分からない部分

もありました。単に海外に赴き、一方的に技術や知

識を教えるだけのものと考えていましたが、国際保

健とは相手国、地域との相互関係で成り立つもので、

またその国が自ら問題に対して考え自立していくこ

とが大切なのだと実感しました。実際に行ってみる

と、その国の風習、生活習慣、文化の影響でなかな

か達成が困難であること、慎重にコミュニケーショ

ンを図らなければ一方的な知識、技術の押し付けに

なってしまうことを身をもって体験することができ

ました。

 

 

歯科学生の相互理解を深めるための交流を目的としたバングラデシュスタディツアーの報告 

北海道大学 Interactive Dental Students’ Alliance for Health care（IDAH、冒険歯科部） 

中澤誠多朗 

 

7 月 2 日の JAICOH の学術大会にて、2005 年末から

2006 年始にかけて行われた我々のバングラデシュ

スタディーツアーについて報告する機会をいただけ

たことを光栄に思います。 

 今回のバングラデシュスタディツアーは、財団法

人ユネスコアジア文化センター（ACCU）の「2005 年

ACCU・ユネスコ青年交流信託事業 大学生交流プロ

グラム」による資金援助を得て、北海道大学歯学部

の学生を中心としたメンバーにより 15 日間の日程

で行われました。活動は現地の大学・病院の見学お

よび日本の歯科教育と学生生活についてのプレゼン

テーションを通じた、日本とバングラデシュの学生

の相互理解を目的としたものと、Comilla 市近郊の

Parchanga 村における歯科・内科の無料巡回診療で

の見学・補助とが主な内容となっております。 

国立のダッカ大学歯学部では、我々の実習内容のプ

レゼンについて、ダッカ大学の学生からアメリカの

例と比較した鋭い質疑がなされ、その後の食事会で

も「本当に授業は英語ではなく日本語で行うのか」

「彼女はいるか」など幅広い範囲のやりとりが見ら

れ、相互理解はかなり進んだものと思われます。私

立のサッポロ歯科大学では、同大学が北海道大学に

留学なさっていた先生方が中心となって設立された

こともあり、格別友好的に迎えていただきました。

学生による日本の歌のプレゼントは大変印象的で、

また我々が披露した「桃太郎」の英語劇も大変好評

でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学生が作った媒体（紙芝居）を用いての歯科衛生活動。小学校にて。

フッ化物洗口を題材にした紙芝居の表紙 
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Parchanga 村での無料巡回診療はダッカ大学のア

ーメッド教授らが自分たちで費用を負担して月 2 回

行っているものですが、会場として使用した村の小

学校には何百人もの人が集まっていました。小学校

の窓際に長椅子を置き、自然光のもとで次から次へ

と抜歯していく様子はさながら野戦病院を思わせる

ものがあり、また我々がお手伝いした歯科健診の記

録では DMF 歯数で Fが一本も見られないなど、歯科

医師が絶対的に不足（1 億人以上の人口に対し歯科

医師が約 3千人）している上に歯科医師の約 9割が

首都ダッカに偏在しているというバングラデシュの

歯科医療の実際を目の当たりにしました。 

帰国後 JAICOH の学術大会での発表のお話をいた

だき、私自身は初めて参加いたしましたが、皆様の

発表を拝見し、またいろいろとお話させていただい

たことで我々のスタディツアーの方向性、あるいは

「国際貢献」というものへのスタンスについて改め

て考えるための大変よい刺激になったと思います。

その後（2006 年 7 月）に行われたスリランカスタデ

ィツアーも、その経験が多少なりとも活かせたもの

になったと自負しておりまして、また何らかの機会

に皆様にご報告できればと考えております。

 

ラオス・タイスタディツアー2006 報告 

東京歯科大学国際医療研究会 

○白井亮、望月里依奈、山崎加惠、大平貴士、小川奈美、眞木吉信 

 

東京歯科大学国際医療研究会では毎年学生主催の

海外スタディツアーを実施しており、今回が第 6 次

である。今回は 2006 年 3 月 29 日から 2006 年 4 月 4

日までラオスのヴィエンチャンおよびタイのチェン

マイにおいて実施した。 

2 日目(3 月 30 日)は、ラオス大学歯学部および付

属病院でセンプーワン歯学部長からお話をうかがっ

た。ラオス大学歯学部は 1996 年に設立され、本年度

が 10 周年である。学生は各学年 30-40 名であるが今

年度の新入生は国の方針により 74 名であった。それ

に対し、教員は常勤が 30 名･非常勤が 30 名と日本の

歯学部に比べとても少ない。付属病院はとても状態

が悪く 30 年以上前のチェコ製のチェアを使用して

おりほとんどが故障している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ラオス大学付属セタティラート病院では東京医科歯

科大学に留学経験があり日本語の会話もできる Dr.

ソンポンからお話をうかがった。歯科はチェアが 3

台あり 3 名の歯科医師により一般的な歯科治療を行

っている。次に、ラオス大学付属マホソット病院で

は歯科部長の Dr.カムホンからお話をうかがった。

歯科は7台のチェアがあり12名の歯科医師により運

営されている。マホソット病院は歯学部付属病院と

同じような設備であった。Dr.カムホンは学校保健に

も力を入れており17の学校を担当しのべ4万人を検

診している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

翌日(3 月 31 日)、JICA のスペシャリストの曽根さ

んの案内でヴィエンチャン県のマリア･テレサ病院

の病棟と IMCI 研修を視察した。さらに、“Kidsmile 

Project”で寄生虫対策のプロジェクトを実施して

いるノーンサワーン小学校を県職員のカンバイさん

ダッカ大学歯学部にて 

オス大学歯学部にてメンバーと Dr.カムホン、
タイから来ていた Dr.プラティープ 

チェンマイ大学歯学部にてメンバーと 
地域歯科学講座スタッフ 
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とボゥヒョウ校長の案内で視察した。週 3 回、教員

の指導のもと全児童がいっせいに歯磨きを行ってい

る。また、ほとんどの家庭が歯磨き粉を購入する経

済力があり、タイから輸入された歯磨き粉を使用し

ている。しかし全児童の 70%に虫歯が存在する。   

アンチェリー・Dr.アリラートにタイの歯科事情につ

いて一般的なことをうかがった。また、地域歯科学

講座主任の Dr. ソンウッドが数年前まで勤務して

いた ICOH を視察した。ICOH はタイ・ラオス・ビル

マ・カンボジア・スリランカなど東南アジアの歯科

保健医療のヘルスワーカーの研修施設として活動し

ている。

国際歯科保健の講義を通して、歯科学生はどのように反応するか 

ネパール歯科医療協力会 

中村修一 

 

途上国において歯科の国際貢献を進めるには

1.ODA レベルでの歯科保健医療開発援助、2.NGO によ

る国際貢献、3.国と歯科大学と NGO の連携による展

開がある。実際に国際貢献を進めるには資源の活用

を適切に図らねばならない。資源とは「人」、「物」、

「金」、「情報」をさすが、そのうち「人」が最も大

切な資源であると言える。途上国で歯科貢献をおこ

なえる人材を育成する必要がある。演者は将来の歯

科界を担う歯科学生へ「国際歯科保健医療学」の講

義を行い、講義終了後感想文の提出をもとめ国際貢

献に関する関心度を分析した。 

講義は 2005 年 10 月に某大学歯学部 3年生を対象

に 1回実施した。また、同じ内容の講義を 2005 年 7

月に別の大学 2年生に行い、感想文を回収した。 

講義内容は 1）途上国と先進国、国際援助の状況、

2）国際保健の現状とネパール状況、3）ネパールで

の活動の概要、4）17 年間の活動評価、5）国際協力

の問題点と対応、6）参加隊員の感想、7）まとめで

ある。 

講義に関する歯科学生の感想をピックアップする

と、自分の常識を越える講義で感銘した、医療の原

点に触れ感動した、自分もエネルギッシュでありた

いと感じた、熱い気持ちになった、この気持ちを持

続したいなど感動したとの感想が多かった 。講義を

聞いて変わったとの感想には、非常に為になった。

今までの歯科に関する考え方が変わった、まず行動

することが大切と思った、歯科医師を目指す自分の

考え方が少し変わったなと思う、心を開くことの大

切さを感じたなどがあった。また、歯学部を志した

動機を強く喚起した、日々惰性的な学生生活を見直

し目標を持って行きたいと考えた、自分の将来が見

えてきた、将来に希望を見いだした、相手の立場を

考慮した歯科医師になりたい、自分も目標を見いだ

せるような歯科医師を目指したい、何も考えずに生

きて行けるが、一つでも熱く語ることが出来るよう

な歯科医師になりたい、など歯科界で将来に対し希

望と目標を見いだしたのと感想があった。また、歯

科医療の在り方について社会との関わりをとらえた、

歯科医師となって自分の利益だけを求めて生きるこ

ともできるが、社会的責任を担って生きて行ける可

能性がある、人材育成が地域の社会構造を変えるこ

とがあることに感動した、などの感性あふれる感想

もあった。 

医療の在り方として、情報化の時代だが知識だけ

に頼らず、理想の医療を実践できる歯科医師になり

たい、医療は人と人とのコミュニケーションが大切

であると感じた、知識や論理だけではなく、経験に

基づいた歯科医師になりたいと捕らえ歯学部に入り

将来の選択肢は大学に残るか臨床医として開業する

しかないと狭く考えていた。しかし、国際協力など

自分で開拓できる可能性があることを強く感じたと

の感想もあり、高校時代まで国際協力に興味があっ

たが、歯学部に入学し歯科で国際協力は無理と思っ

ていた。講義を聴いて希望が湧いた、国際協力に対

する考え方が大きく変えられた、勉強に励み将来国

際的に活躍出来る歯科医師を目指したいと歯科の国

際貢献について主体的に捉える志の高い感想が多か

った。 

まとめ：1）歯科学生の国際貢献に関する感受性は

高い。2）国際貢献について小中学生時代から興味は

あるが、歯科と国際貢献が結びつきが少ない。3）歯

学部での国際保健の講義が必要である。

 

 

 

編集後記 

富士山が雪化粧を纏いました。思わず小田急線の中、携帯カメラでパチリ。私の勤める茅ヶ崎（神奈川県）の海は夏の

喧騒が嘘のように引いた今がのんびりできて静かで穏やかで私的にはベストシーズン到来！という感じです。マイブームは

登山。勤務医院にワンゲル部を設立！来週は紅葉狩に大山に行ってきます。次は丹沢、来年は八ヶ岳、いつかはヒマラ

ヤトレッキング・・・夢は広がります。でもやっぱり、今はお休み中だけどネパールには国際協力で行きたいな・・・。（梁瀬） 


